
 

（公財）アジア成⻑研究所 理事⻑ 

⽒名：⼋⽥ 達夫（はった たつお） 
 

専⾨：公共経済学、都市経済学、国際経済学 

 

主な研究テーマ：税制改⾰と規制改⾰の経済効果分析 

 
学歴：1966 年 国際基督教⼤学教養学部社会科学科卒 

   1971 年 The Johns Hopkins University 経済学博⼠課程修了 

   1973 年 Ph.D.in Economics（The Johns Hopkins University） 

職歴： 

オハイオ州⽴⼤学経済学部助教授 

ジョンズ・ホプキンス⼤学経済学部 助教授・准教授・教授 

⼤阪⼤学社会経済研究所 教授・所⻑ 

東京⼤学空間情報科学研究センター 教授 

政策研究⼤学院⼤学学⻑等を経て 

2013 年 7 ⽉〜2014 年 9 ⽉  （公財）国際東アジア研究センター 所⻑ 

2014 年 10 ⽉〜2022 年 6 ⽉ （公財）アジア成⻑研究所 所⻑ 

2018 年 6 ⽉〜現在        （公財）アジア成⻑研究所 理事⻑ 

 

学会活動： 

2004 年〜2005 年   ⽇本経済学会 会⻑ 

2023 年〜現在    制度・規制改⾰学会理事  

 

2023/4/1現在 



主な政府委員： 

・1994 年〜2004 年 政府 税制調査会 専⾨委員 

・1997 年〜2001 年 建設省 建築審議会 委員  

・1997 年〜1999 年 通商産業省 電気事業審議会 専⾨委員  

・1999 年〜2000 年 原⼦⼒委員会 専⾨委員  

・2001 年〜2005 年 国⼟交通省 社会資本審議会住宅宅地分科会 会⻑ 

・2001 年〜2010 年 内閣府 (総合)規制改⾰会議 委員・議⻑代理 

・2002 年〜2004 年 原⼦⼒委員会 ⻑期計画策定委員会第⼆分科会 構成員  

・2004 年〜2010 年 経済産業省 総合資源エネルギー調査会 臨時委員  

・2005 年〜2007 年 独⽴⾏政法⼈経済産業研究所 研究主幹  

・2011 年〜2013 年 経済産業省 電⼒システム改⾰専⾨委員会 委員  

・2011 年〜2013 年 経済産業省 電気料⾦審査専⾨委員会 委員  

・2013 年〜2022 年 内閣府 国家戦略特別区域諮問会議 有識者議員 

・2013 年〜2022 年 内閣府 国家戦略特別区域ワーキンググループ 座⻑ 

・2015 年〜2021 年 経済産業省 電⼒・ガス取引監視等委員会 委員⻑ 
 

・2021 年〜現在  内閣府 再⽣可能エネルギータスクフォース 構成員 

  



電⼒関係著書編書： 

⼋⽥達夫・⽥中誠編. 2004. 『電⼒⾃由化の経済学』東洋経済新報社.  

⼋⽥達夫・⽥中誠編. 2007. 『規制改⾰の経済分析: 電⼒⾃由化のケース・スタデ
ィ』⽇本経済新聞出版社. 

⼋⽥達夫. 2008. 『ミクロ経済学Ⅰ 市場の失敗と政府の失敗への対策』東洋経済
新報社. 

⼋⽥達夫. 2009. 『ミクロ経済学Ⅱ 効率化と格差是正』東洋経済新報社.  

⼋⽥達夫. 2012. 『電⼒システム改⾰をどう進めるか』⽇本経済新聞出版社.  
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⼋⽥達夫. 2004. 「経済教室：核燃再処理、経済的に破綻」  『⽇本経済新聞』 
 7 ⽉ 16 ⽇. 

⼋⽥達夫 2011 「 やさしい経済学：電⼒⾃由化を考える 1-11」 『⽇本経済新
聞』10 ⽉ 17 ⽇-27 ⽇ 

⼋⽥達夫. 2012. 「経済教室: 東電再⽣への課題」. 『⽇本経済新聞』5 ⽉ 10 ⽇.  

⼋⽥達夫・三⽊陽介. 2013. 「電⼒⾃由化に関わる市場設計の国際⽐較研究」. 
『RIETI（経済産業研究所）ポリシー・ ディスカッション・ペーパー 』
13-J-075.  

⼋⽥達夫. 2014.「再稼働説を⽀える 3 つの神話と 1 つの真実」『ダイヤモンドオ
ンライン』3 ⽉  

⼋⽥達夫. 2020. 「混雑管理：⽇本の改⾰への欧州の経験からの⽰唆」.  『RIETI
（経済産業研究所）ポリシー・ディスカッション・ペーパー』20-P-028.  


